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秦
荘
庁
舎
は
9
月
17
日
か

ら
秦
荘
支
所
と
な
り
、
支

所
職
員
数
名
が
い
る
だ
け
で
大
き

な
建
物
が
ひ
っ
そ
り
し
、
全
く
勢

い
や
賑
わ
い
が
な
く
な
っ
た
。
1

月
に
は
改
修
工
事
が
完
了
し
、
1

階
は
支
所
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
町
民

ホ
ー
ル
や
待
合
ホ
ー
ル
、
応
接
・

会
議
室
、
職
員
食
堂
、
さ
ら
に
は

土
地
改
良
区
な
ど
3
団
体
の
事
務

所
と
、
別
棟
は
防
災
倉
庫
と
余
裕

た
っ
ぷ
り
だ
。

　
一
方
愛
の
郷
は
、
建
物
を
改
修

す
る
に
も
駐
車
場
は
狭
小
で
、
複

合
施
設
と
し
て
多
く
の
町
民
が
集

う
に
は
使
い
勝
手
が
悪
い
。
こ
の

施
設
の
改
修
設
計
に
1
千
万
円
、

工
事
費
に
3
億
4
千
万
円
が
見
込

ま
れ
、
秦
荘
庁
舎
を
活
用
す
れ
ば

そ
の
費
用
削
減
に
つ
な
が
る
。

　
東
部
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
に
も
、
駐
車
場
や
部
屋
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
秦
荘
庁
舎

を
支
所
機
能
と
と
も
に
公
民
館
と

し
、
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
一

体
的
活
用
が
で
き
な
い
か
。

な
ん
と
い
う
言
い
回
し

だ
。
町
長
は
い
つ
も
私
に

対
し
回
り
く
ど
い
答
弁
を
さ
れ
る
。

　
「
駐
車
し
に
く
い
」
と
の
答
弁

で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
議
長
注

意
喚
起
を
。

近
年
県
下
自
治
体
で
は
職

員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

と
、
短
縮
に
よ
り
Ｄ
Ｘ
推
進
の
検

討
や
事
務
打
ち
合
わ
せ
時
間
を
確

保
し
、
職
員
の
心
の
ゆ
と
り
も
確

保
す
る
た
め
、
開
庁
時
間
の
短
縮

が
大
津
市
や
滋
賀
県
で
す
で
に
実

施
済
で
、
今
年
10
月
か
ら
は
彦
根

市
、
来
年
1
月
か
ら
は
長
浜
市
で

進
め
ら
れ
る
。
開
庁
時
間
の
短
縮

は
、
職
員
の
勤
務
時
間
は
週
38
時

間
45
分
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
時
間
を
削
る
こ
と
な
く
、
町
民

の
来
訪
や
電
話
受
付
を
9
時
か
ら

16
時
45
分
ま
で
と
す
る
も
の
。

　
町
長
に
は
、
職
員
の
働
き
方
改

革
と
、
業
務
改
善
の
時
間
確
保
に

よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
県
下
6

町
の
先
陣
を
切
っ
て
来
年
度
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

11
月
8
日
湖
東
み
ら
い

線
建
設
期
成
同
盟
会
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

　

公
民
館
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

こ
こ
近
年
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
学

び
の
成
果
を
地
域
課
題
解
決
や
主

体
形
成
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
つ

な
げ
て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
も
、

公
民
館
機
能
と
し
て
大
変
重
要
な

役
割
だ
。
愛
の
郷
や
小
中
学
校
の

空
き
教
室
も
含
め
、
多
様
に
そ
の

機
能
を
果
た
す
施
設
と
し
て
地
域

の
課
題
に
即
し
、
幅
広
く
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

※
森
野
議
長
か
ら
、
町
長
に
対
し
非
常
に
こ

ね
く
り
回
し
た
言
い
方
は
わ
か
り
に
く
い
。

わ
か
り
や
す
い
答
弁
を
と
の
注
意
が
あ
っ
た
。

　

愛
の
郷
の
複
合
施
設
化
は
町
社

協
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
実
務

　

庁
内
の
準
備
、
町
民
・
役
場
利

用
者
へ
の
周
知
を
踏
ま
え
、
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

4
年
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
更
新
時

に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
進
め
る
。

（
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設
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水
道
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答

秦
荘
庁
舎
を
公
民
館
と
し
、

ハ
ー
テ
ィ
ー
と
の

一
体
的
活
用
を

職
員
の
働
き
方
改
革
に
向

け
、
町
民
の
協
力
の
も
と

開
庁
時
間
の
短
縮
を

町
の
東
西
軸（
仮
称
）湖
東

み
ら
い
線
の
建
設
促
進
に

つ
い
て

教
育
行
政
等
に
関
す
る

成
果
や
課
題
は

村西　作雄村西　作雄 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

（仮称）湖東みらい線計画図

支所とともに公民館としても利用
し、ハーティーセンター秦荘と
一体的活用を

Q

スペースに余裕の
秦荘庁舎

A 愛の郷の複合施設化を進めていく
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教
育
長
自
身
が
感
じ
て
い

る
教
育
行
政
等
に
関
す
る

成
果
や
課
題
、
こ
れ
か
ら
取
り
組

む
べ
き
学
力
向
上
対
策
、
保
育
や

福
祉
施
策
と
の
連
携
は
何
で
あ
る

の
か
。

未
来
を
拓
く
愛
荘
16
年
教

育
に
対
す
る
評
価
は
。

消
防
団
、
自
警
団
等
の
今

後
の
運
営
に
あ
た
り
、
消

防
団
、
各
自
治
会
の
自
警
団
お
よ

び
自
主
防
災
組
織
の
役
割
が
重
複

し
て
い
る
点
は
。

消
防
団
、
自
警
団
の
な
り

手
不
足
の
原
因
は
。

消
防
団
、
自
警
団
の
組
織

体
制
を
再
構
築
す
る
方
向

性
は
。

　

就
任
当
初
か
ら
、
読
書
に
読
み

聞
か
せ
、
自
尊
感
情
育
成
等
に
お

い
て
幼
児
期
か
ら
の
一
環
と
し
た

取
り
組
み
を
重
視
し
、
そ
の
推
進

を
図
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
一
貫

教
育
の
道
筋
や
理
念
を
、
未
来
を

拓
く
愛
荘
16
年
教
育
に
整
理
し
各

校
園
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

や
社
会
教
育
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
関
係
者
の
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
徐
々
に
軌
道
に

乗
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

未
来
を
拓
く
愛
荘
16
年
教
育

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
総

合
的
な
展
開
が
み
ら
れ
る
な
か
、

町
教
育
行
政
の
重
要
な
柱
と
な
っ

　

重
複
し
て
い
る
点
は
、
活
動
自

体
は
地
域
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る

が
、
自
警
団
と
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
中

に
消
防
団
が
構
成
委
員
と
し
て
入

ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
自
治
会

の
防
災
訓
練
等
で
活
動
を
共
に
さ

れ
、
自
警
団
に
つ
い
て
は
、
小
型

ポ
ン
プ
の
積
載
車
を
用
い
て
、
集

落
内
を
啓
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

重
複
し
て
い
る
。
消
防
団
員
の
増

加
に
向
け
た
取
り
込
み
は
、
町
職

員
に
向
け
て
積
極
的
に
声
を
か
け

加
入
を
勧
め
る
と
共
に
、
団
員
の

増
加
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人

口
集
中
な
ど
社
会
の
変
化
に
伴
っ

て
地
域
内
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
消
防

団
や
自
警
団
に
限
ら
ず
、
な
り
手

不
足
を
伺
っ
て
い
る
。
若
者
が
地

元
を
離
れ
る
こ
と
も
多
く
、
若
手

の
団
員
を
確
保
し
に
く
く
、
さ
ら

に
消
防
団
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
。
消
防
団
か
ら
い
た
だ
い
た

要
望
書
を
庁
内
で
共
有
し
、
町
消

防
団
と
協
議
し
真
摯
に
対
応
し
て

い
く
。

　

町
消
防
団
、
各
自
治
会
の
自
警

団
の
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
も
あ
る
な
か
、
火

災
や
災
害
に
注
意
や
備
え
等
日
々

訓
練
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
政
策
監
か
ら
も

な
り
手
不
足
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
が
、
自
治
会
で
は
工
夫
さ
れ
自

主
的
に
消
防
活
動
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
自
警
団
を
中
心
と
す
る
消

防
活
動
の
要
否
は
、
大
変
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
消
防
団
に
お
い

て
は
、
団
員
定
数
と
実
数
と
の
乖か

い

（
教
育
長
）

（
町
長
）

（
企
画
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

（
町
長
）
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問
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町消防団・自治会自警団の
なり手不足

Q

町消防団、自治会自警団
今後の運営

A

町消防団の夜警活動

町消防団と協議して真摯に対応
録画配信はこちら録画配信はこちら

的
な
調
整
は
今
後
も
進
め
る
。
駐

車
場
は
レ
イ
ア
ウ
ト
が
大
変
駐
車

し
や
す
い
と
個
人
的
に
感
ず
る
こ

と
は
ま
れ
だ
が
、
可
能
な
限
り
利

用
し
や
す
く
台
数
増
に
つ
な
げ
る

レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
て
い
き
た
い
。

離り

が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で

あ
り
、
自
警
団
を
基
礎
と
す
る
町

消
防
団
の
組
織
編
成
に
つ
い
て
、

継
続
的
な
消
防
団
の
あ
り
方
も
消

防
力
の
維
持
の
点
か
ら
早
々
な
検

討
が
必
要
だ
。
議
員
か
ら
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
消
防
団
と
各
自

治
会
の
自
警
団
の
組
織
体
制
の
再

構
築
を
図
っ
て
は
と
お
問
い
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
消
防
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
鑑
み
、
こ

れ
か
ら
の
体
制
の
あ
り
方
に
関
し

て
消
防
団
幹
部
の
意
見
徴
収
よ
り

始
め
た
い
。

て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

一
貫
し
た
教
育
施
策
と
し
て
16
年

教
育
の
考
え
方
は
的
を
射
た
も
の

で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
成
果
も
見

え
始
め
て
い
る
。

同
盟
会
は
、
本
町
と
豊
郷
町
加
え

て
彦
根
市
の
３
市
町
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
建
設
促
進
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
る
。
こ
の
計
画

は
、
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
入
口
の
信

号
か
ら
直
接
蚊
野
東
部
５
０
０
ｍ

区
間
を
新
設
に
よ
り
町
道
名
神
国

八
線
に
擦
り
付
け
、
既
存
の
町
道

名
神
国
八
線
と
県
道
目
加
田
湖
東

線
西
部
の
豊
郷
町
道
吉
田
秦
荘

線
を
利
用
し
た
う
え
、
豊
郷
町

領
域
１
５
０
０
ｍ
愛
荘
町
領
域

１
２
０
０
ｍ
を
新
設
し
、
国
道
8

号
に
つ
な
ぐ
と
い
う
大
き
な
計
画
。

具
体
計
画
に
は
、
県
の
道
路
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
見
込
み
は
。


